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た上での厚生年金の就業抑制効果について分析している。実証分析では、Conditional Logit Model を用いて、就業選
択と厚生年金額との相関を考慮している。 
【６】
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市場が大きく変化した 80 年代前半から 2000 年に関して分析した点が新しい。操作変数法による分析の結果、スポー
ツなどの健康増進行動が長期的な健康状態の良さ、高齢期の健康状態の良さにつながる可能性があることを明らかに
している。 
 第二章の論文については、「定年前賃金と定年後賃金の減少幅」が賃金変化以外の代理変数になっている可能性が、
第四章の論文については、論文が扱う高齢者の能力開発の種類が限定的である可能性が疑問点として挙げられたが、
いずれの研究も手堅い実証分析と統計データのサーベイに基づいて行われており、審査委員会は一致して、博士（国
際公共政策）の学位を授与するに値すると認定した。 
